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■
「
学
生
支
援
担
当
教
職
員
研
究
会
」
を

開
催 

 

　
９
月
８
日
（
月
）
、本
学
工
学
部
共
通
講

義
棟
大
会
議
室
で
「
平
成
２０
年
度
学
生
支

援
担
当
教
職
員
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
研
究
会
は
学
生
支
援
担
当
教
員
、

学
務
部
職
員
及
び
各
学
部
等
学
務
担
当
職

員
が
当
面
す
る
学
内
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

最
新
の
知
識
を
得
る
と
と
も
に
意
見
交
換

を
す
る
こ
と
で
相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
「
発
達
障
害
の
学
生
へ
の
支

援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、本

学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
井
崎
ゆ
み
子
准
教

授
に
よ
る
「
発
達
障
害
の
基
礎
知
識
」
の
講

演
、徳
島
県
立
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
指
導

主
事
喜
馬
久
典
氏
に
よ
る
「
高
校
に
お
け

る
発
達
障
害
の
実
情
と
支
援
」
、本
学
学
生

相
談
員
的
場
み
ぎ
わ
氏
に
よ
る
「
大
学
に

お
け
る
発
達
障
害
を
抱
え
る
学
生
の
問
題
」

講
演
が
あ
り
最
新
の
情
報
、対
応
に
つ
い
て

情
報
を
聞
き
、意
見
交
換
す
る
こ
と
で
今

後
の
学
生
指
導
に
つ
い
て
の
貴
重
な
情
報

が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、四
国
霊
場
１９
番
札
所
立
江

寺
副
住
職
庄
野
晃
隆
氏
に
よ
る
「
縁（
え
に

し
）と
感
謝
」
と
題
し
て
特
別
講
演
が
あ
り

現
代
若
者
気
質
、歩
き
遍
路
ブ
ー
ム
等
の

話
題
を
通
じ
て
、今
後
の
学
生
支
援
に
つ

い
て
大
き
な
収
穫
を
得
ま
し
た
。 

　 ■
徳
大
病
院
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１ 

第
２
回
更
新
審
査
」
を
受
審 

 

　
９
月
２５
日
・
２６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

（
社
）日
本
能
率
協
会
審
査
登
録
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
第

２
回
更
新
審
査
を
受
審
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、平
成
１８
年
に
、医
療
の
質
の
管

理
及
び
改
善
を
図
る
た
め
の
第
三
者
評
価

シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
こ
と
で
、医
療
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
病
院
品
質
管
理
室
」
を
設
置
後
、初

め
て
の
更
新
審
査
と
な
っ
た
が
、病
院
全
体

に
わ
た
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
運
用
が

浸
透
し
、各
業
務
に
お
い
て
継
続
的
改
善

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。 

　
同
院
は
、今
後
も
病
院
に
継
続
的
改
善

を
促
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｉ

Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
活
用
し
、
医
療
の
質
と

患
者
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

　 

 

■
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
」
を
開
催 

 

　
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
部
で
は
、本
年
で
８
回
目
と
な
る
「
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
」

を
９
月
２６
日
（
金
）
に
、総
合
科
学
部
及
び

知
的
財
産
本
部
と
の
共
催
で
、ま
た
（
独
）

科
学
技
術
振
興
機
構
Ｊ
Ｓ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
徳
島
の
後
援
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、大
学
院
ソ
シ
オ

テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
に
お
け
る
研

究
成
果
を
広
く
地
域
の
人
々
に
公
開
し
、

地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
の
振
興
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、同
研
究
部
の
研
究
活
動
や
研
究
内
容

に
つ
い
て
社
会
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

と
と
も
に
、民
間
企
業
か
ら
の
共
同
研
究

の
シ
ー
ズ
の
提
案
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。 

　
今
回
は
「
重
点
研
究
テ
ー
マ
」
を
『
環
境

技
術
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
・
バ
イ
オ
技
術
』

と
設
定
し
、同
研
究
部
の
研
究
成
果
を
は

じ
め
と
す
る
計
４５
件
を
ポ
ス
タ
ー
展
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
担
当
教
員
が
説
明
を
行

い
ま
し
た
。 

学
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、

参
加
し
た
企
業
の
方
か
ら
は
、「
興
味
深
い

内
容
が
多
く
、非
常
に
面
白
い
。
」
、「
熱
心

な
説
明
で
、よ
く
わ
か
っ
た
。
」
等
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。 

　 ■
徳
島
大
学
薬
学
部
薬
用
植
物
園 

一
般
開
放
「
草
木
染
め
の
神
秘
」
を
開
催 

 

　
薬
学
部
薬
用
植
物
園
で
は
、
１０
月
６
日

（
月
）
か
ら
１０
日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
、毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
般
公
開
を
全
面
開

放
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、初
め
て
の
試
み
で
地
元
サ
ー

ク
ル
参
加
型
の
薬
草
園
一
般
開
放
「
草
木
染

め
の
神
秘
」
を

企
画
し
ま
し
た
。

地
元
サ
ー
ク
ル

の
人
た
ち
に
は
、

今
ま
で
使
っ
た

こ
と
が
な
い
園

内
の
薬
草
や

珍
し
い
植
物
で

草
木
染
め
に

挑
戦
し
て
も

ら
い
、と
て
も

神
秘
的
な
色
に
で
き
あ
が
っ
た
約
１
０
０

点
の
作
品
は
一
般
開
放
期
間
中
に
園
内
の

実
習
舎
で
展
示
し
、サ
ー
ク
ル
代
表
者
が

作
業
工
程
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

　
園
内
で
行
う
地
元
サ
ー
ク
ル
の
展
示
会
は
、

染
色
を
さ
れ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、薬
草

を
見
学
に
来
ら
れ
た
人
に
も
非
常
に
好
評

で
、ぜ
ひ
来
年
も
企
画
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　 ■
ア
ジ
ア
人
財
資
金
構
想
事
業
（
徳
島
地

域
）「
留
学
生
の
た
め
の
就
職
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催 

 
　
徳
島
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
（
１２
月
１

日
付
け
で
国
際
セ
ン
タ
ー
に
改
組
）は
、
１０

月
２４
日
（
金
）
に
新
蔵
地
区
の
地
域
・
国
際

交
流
プ
ラ
ザ
に
て
、ア
ジ
ア
人
財
資
金
構
想

事
業
（
徳
島
地
域
）
に
よ
る
「
留
学
生
の
た

め
の
就
職
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約
９０
名
の
留
学
生

や
企
業
、大
学
関
係
者
が
参
加
し
、黒
田
泰

弘
副
学
長
の
開
会
挨
拶
、四
国
経
済
産
業

局
・
四
国
生
産
性
本
部
よ
り
「
ア
ジ
ア
人
財

資
金
構
想
」
と
「
四
国
地
域
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
の
講
演
、続
い
て
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
期
生
と
な
る
留
学
生
５
名
か
ら
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

現
在
日
本
企
業
に
就
職
し
て
活
躍
し
て
い

る
留
学
生
Ｏ
Ｂ
か
ら
、自
ら
の
就
職
活
動

体
験
談
の
講
演
が
あ
り
、さ
ら
に
地
元
企

業
の
人
事
関
係
者
が
『
企
業
が
求
め
る
人

材
』
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
留
学
生
か
ら

は
、「
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
、今
後
の

就
職
活
動
に
役
立
つ
と
思
う
。
」
、「
色
々

な
企
業
の
人
事
担
当
者
と
話
す
こ
と
が
で

き
、こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動
を
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
分
か
っ
て
き
た
。
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
、今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
元
で

の
就
職
を
目
指
す
留
学
生
に
と
っ
て
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
。 

　 ■
「
大
学
院
生
及
び
学
部
卒
業
予
定
者
と

学
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催 

 

　
１１
月
６
日
（
木
）
、工
学
部
共
通
講
義
棟

大
会
議
室
で
「
大
学
院
生
及
び
学
部
卒
業

予
定
者
と
学
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
学
院
生
と
の
懇
談
会
は
今
回

で
８
回
目
と
な
る
も
の
で
、各
研
究
科
・
教

育
部
の
大
学
院
生
１４
名
が
、学
部
卒
業
予

定
者
と
の
懇
談
会
は
今
回
で
１０
回
目
と
な

る
も
の
で
、各
学
部
の
卒
業
予
定
者
１０
名

が
、大
学
側
か
ら
は
青
野
学
長
、川
上
副
学

長
、長
尾
副
学
長
、五
十
嵐
副
学
長
及
び
各

研
究
科
・
教
育
部
長
（
学
部
長
）
等
が
出
席

し
ま
し
た
。 

　
青
野
学
長
か
ら
徳
島
大
学
の
現
状
に
つ

い
て
、長
尾
副
学
長
か
ら
本
学
の
研
究
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、事
前
に

寄
せ
ら
れ
た
学
生
か
ら
の
意
見
・
質
問
を

基
に
、川
上
副
学
長
、各
研
究
科
・
教
育
部

長（
学
部
長
）等
か
ら
各
部
局
の
現
状
説
明

を
含
め
、回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
学
生
か
ら
は
、修
学
、学
生
生
活
、施
設
・

設
備
、進
路
・
就
職
等
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。 

　 ■
「
学
生
の
保
護
者
代
表
と
学
長
と
の
懇

談
会
」
を
開
催 

 

　
１１
月
１１
日
（
火
）
、工
学
部
共
通
講
義
棟

大
会
議
室
で
「
学
生
の
保
護
者
代
表
と
学

長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の

懇
談
会
は
今
回
で
１０
回
目
と
な
る
も
の
で
、

各
学
部
生
の
保
護
者
代
表
１３
名
と
青
野
学

長
、川
上
副
学
長
、黒
田
副
学
長
、五
十
嵐

副
学
長
及
び
各
学
部
長
等
が
出
席
し
ま
し

た
。 

　
最
初
に
青
野
学
長
か
ら
徳
島
大
学
の
現

状
に
つ
い
て
、黒
田
副
学
長
か
ら
地
域
連
携

に
つ
い
て
、伊
藤
就
職
支
援
室
長
か
ら
就
職

状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
り
、引
き
続
き
、

保
護
者
代
表
か
ら
教
育
、進
路
・
就
職
、施

設
・
整
備
、地
域
貢
献
等
に
つ
い
て
意
見
・

質
問
が
出
さ
れ
、徳
島
大
学
の
教
育
・
学
生

支
援
及
び
地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　 ■
叙
位
叙
勲 

 

　
平
成
２０
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
を
次
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
齊
藤 

隆
雄 

　
　
元 

徳
島
大
学
教
授
医
学
部 

　
　
元 

徳
島
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長 

　
　
元 

徳
島
大
学
医
学
部
長 

　
　
徳
島
大
学
名
誉
教
授 

　
　
教
育
研
究
功
労 

 

 

　
若
野 

洋
一 

　
　
元 

徳
島
大
学
教
授
歯
学
部 

　
　
元 

徳
島
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
長 

　
　
元 

徳
島
大
学
歯
学
部
長 

　
　
徳
島
大
学
名
誉
教
授 

　
　
教
育
研
究
功
労 

 

 

　
横
山
　
一
郎 

　
　
元 

徳
島
大
学
庶
務
部
長 

　
　
文
部
行
政
事
務
功
労 

 

■
「
佐
那
河
内
村 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
開
催 

  

徳
島
大
学
は
１１
月
２３
日（
日
）、佐
那
河
内

村
の
佐
那
河
内
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

「
地
方
の
元
気
再
生
へ
―
風
景
に
根
ざ
し

た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
―
」
を
テ
ー
マ
に

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
徳
島
大
学
と
徳
島
地
域
連
携
協
議
会
の

主
催
、佐
那
河
内
村
の
共
催
に
よ
り
、昨
年

の
上
板
町
に
引
き
続
き
第
５
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
も
の
で
、約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
開
会
に
あ
た
り
黒
田
泰
弘
副
学
長
及
び

松
尾 

肇
佐
那
河
内
村
長
が
挨
拶
。
第
１
部

で
は
、「
伝
統
と
時
代
を
つ
な
ぐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
、「
風
景
を
愛
で
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　

佐
那
河
内
小
中
連
携
授
業
な
ど
で
の
試
み
」
、

「
徳
島
大
学
地
域
再
生
塾
で
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
取
り
組
み
」
、「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
活
用
例
」
と
題
し
た
４
つ
の
協
働
の

試
み
が
発
表
さ
れ
、佐
那
河
内
村
の
生
活

文
化
や
風
景
を
再
発
見
す
る
試
み
や
他
の

自
治
体
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組

み
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
２
部
の
車
座
談
義
に
お
い
て
は
、佐
那

河
内
村
長
、佐
那
河
内
村
の
も
も
い
ち
ご

生
産
者
、Ｊ
Ａ
徳
島
市
職
員
、佐
那
河
内
村

「
緑
の
協
力
隊
」
の
学
生
と
、徳
島
大
学
の

地
域
再
生
や
景
観
工
学
を
専
門
と
す
る
教

員
が
車
座
談
義
を
行
い
、村
が
抱
え
る
地

域
課
題
を
取
り
上
げ
、今
後
の
村
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
解
決
策
に
つ
い
て
議
論
し
、

全
て
の
世
代
が
楽
し
め
る
村
の
娯
楽
の
復

活
や
地
域
資
源
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
　 

　
会
場
で
は
、地
元
の
特
産
品
の
豆
「
さ
さ

げ
」
を
使
っ
た
伝
統
料
理
「
粥
ぜ
ん
ざ
い
」

の
試
食
と
、村
人
が
描
い
た
棚
田
の
絵
、小
・

中
学
生
が
作
成
し
た
風
景
絵
は
が
き
、徳

島
大
学
学
生
が
撮
影
し
た
写
真
の
展
示
な

ど
が
行
わ
れ
、展
示
さ
れ
た
写
真
は
希
望

者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。 

　 

               


